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10 時 00 分から 19 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
障がいがある子どもたちとその保護者にとって必要とされる場所とは、どんな所でしょうか? ただ見てくれるだけではなく、社会とのつながりや児童同士のつながりが生み出される場 
所になれるように。私たちはそんな場所を目指して、「はなまる」をつくることにしました。 
子ども達が安心して遊び、成長してほしい。「はなまる」は、そう願う保護者にとっての止まり木となるような存在を目指しています。

事業所名 PYT 作成日支援プログラム（参考様式）

・心落ち着ける、余暇活動を大切にしています。自分の好きなことを見つける、深めるための大切な取り組みです。
・発達や興味に応じて色、文字、数字、時間などの概念を一緒に学びます。
・気持ちの切り替え方法を様々な形で見つけれるように支援します。　　　・綺麗だな、不思議だな、と感じる感受性をPYTで育んでいければと思います。

・自分の好きな感覚、気持ちを他者に伝える方法を一緒に考え、
　伝える伝わる経験（ハンドサイン、絵カード、やりとりの練習、順番を待って発言する練習等）を積みます。

・スモールステップで小集団での活動を通し、他者との関わり方を学びます。

・地域交流の機会を通して、地域の方々に挨拶やお礼を伝えられる力を培います。いろんな人と関わる機会を設けています。

支援方針

PYT（ぴゅっと）とはデンマークの言葉で、「起きてしまったことは受け入れ、執着せずに、気持ちを切り替え、前に進む」という意味があります。
自分の感覚や気持ちを知ってもらい「今しかない青春」を楽しめるお手伝いをしていきます。
安心して活動ができたり、ゆっくり休めたりする居場所作りを目指しています😊

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
ランチクッキング/おやつクッキング/食育/買い物支援(買い物ごっこ、おつかい)/外出支援/創作活動/映画鑑賞/
ハロウィンパーティー/クリスマスパーティー/運動レクリエーション

（別添資料１）

家族支援

親子交流会や参観等を通してデイでの様子を知ってもらう機会を設けています。
連絡帳・LINE・送迎時の申し送り等の手段で、支援中の様子をお伝えし、家族 
との情報共有に努めています。 
本人との育ちや関わり方に関する困りごとについて、家族に対し相談援助を行いま
す。

移行支援

本人の授業中や余暇の様子などについての学校・幼保・他事業所との情報共有、本
人・家族への相談援助、本人の進路選択についての本人・家族への情報提供、学
校との連携等を行う。/進学に向け、事業所に通う利用者から、学校生活について話
を聞く機会を設ける。/訪問支援事業実施

地域支援・地域連携

幼稚園・保育園・学校との連携
相談支援事業所・保育所等訪問支援事業所との連携
都島区自立支援協議会(こども部会)への参加 職員の質の向上

社内:初任者OFF-
JT・OJT/事業所内研修(毎月1回)/人権擁護基礎研修/対人援助研修/専門職 
研修/運営管理責任者(リーダー)会議 
社外:強度行動障害支援者養成研修(基礎・実践)/都島区こども部会研 修/
エルムおおさか主催研修

支　援　内　容

・トイレトレーニングや身の回りの日常動作の自立に向けたトレーニングを行います。
・自分も相手も大切にできるような性教育の実施をしています。　・クッキングや食育を通して"誰かと食べる楽しさ""安心してチャレンジできる食事の場"をつくっています。
・外出支援を通して遊び場、社会のルールや面白さに気づくきっかけにしていきます。　・防災訓練を通して身の安全を守る方法を会得していきます。

・感覚遊びを通して、好きな感覚刺激が何かな？と子どもたちの心の扉をノックします。
・運動では「自分の体の使い方を楽しみながら知り、生活に活かす」を目標にオーダーメイドで考えます。
・様々な素材、画材を使い、表現する楽しさや面白さを体感できる製作を楽しみます。
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